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通 
信 

拡
散
希
望 

“奥能登の玄関口”穴水町に当共同支援センターのサ

テライトセンターが開設され活動を開始しています。 

これまでは、ボランティア希望者の方々は金沢市内

など近隣の市町に宿泊し、羽咋市の当センターに通う

形が主流でした。しかし金沢市から支援センターまで

も 1 時間。さらに活動希望が多い輪島市や珠洲市まで、

悪路のせいもあり片道２～３時間。往復の移動時間だ

けで４～６時間かかります。昼食や休憩をのぞく実働

時間は２～３時間。これでは十分な活動はできません。 

その点、今回開所した穴水町のセンターは、輪島市ま

で 40 分、珠洲市まで 1 時間程度。しかも無料(素泊ま

り)で宿泊を提供しています。 

このため支援センターでは、「ぜひ、穴水センターの

活用を、もっと多くの方々に検討していただければ」と

呼びかけています。(穴水センターの詳細は裏面に) 

ただ、地震被害は奥能登だけではありません。原発の

ある志賀町、和倉温泉で有名な七尾市はじめとした中

能登地域、能登から金沢方面の液状化被害も深刻で、羽

咋市の本部センターの役割もまだまだ重要です。 

「ボランティアの計画を立てる際には、宿泊も含め、

事前にご相談いただきたい」と黒梅明事務局長は述べ

ています。 

 

 

能登半島は

4･24珠洲市みさき中学校仮設訪問記 
 4 月 24 日、和歌山県南部の市議の方々4 人を中心と

した支援センターの訪問団は、珠洲市のみさき中学校仮

設住宅を訪問。コメ、野菜ジュース、家庭用品など支援

物資をお渡ししながら、被災者の方々の要望をお聞きし

ました。｢仮設狭すぎ｣｢行政に申請しても対応がない｣

｢畑があっても農機具がない｣など様々な声が。 

 朝 9 時に羽咋のセンター本部を出発し、1 ヵ所の訪問

にとどまったことから、参加者からは｢宿泊場所ももっと近

くにとるように指示して欲しい｣との感想も出されました。 

中心部 

支援センター本部・ 

穴水センター 
穴水町 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〼のと鉄道の終点・穴水駅下車で徒歩 3分のアクセスの良さ。 車でも、隣の空き地に 8台は停められる。 

〼会議も、一緒に食卓を囲むこともできるダイニングキッチン。WiFi、プリンターもそなえ、簡単な事務も OK。 

〼キッチンには冷蔵庫、レンジもあり煮炊き可。清潔で広い浴室。2階には布団も搬入済で10人程度の宿泊OK。 

〼手前の部屋は支援物資倉
庫。譲渡会を 2 回はできる物
資がすでに備蓄されている。 

能登半島地震被災者
共同支援センター・ 
穴水センター 

穴水町大町ニ５６ 
＊連絡は羽咋市の支援セン
ター本部まで、お寄せく
ださい。 

☎0767-23-5107 

 

  

この QR コードから
地図にアク 
セスできま 
す。 


